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	応用
	抗原情報
	背景
	PP2Aは微小管関連タンパク質（MAP）の主要なホスファターゼである。PP2Aは、ホスホリラーゼBキナーゼ、カゼインキナーゼ2、マイトジェン刺激S6キナーゼ、およびMAP-2キナーゼの活性を調節することができる。SGOL2と連携して、卵母細胞において、特に減数分裂I期にセントロメアコヒーシンをセパラーゼによる切断から保護する（相同性による）。SV40ラージT抗原およびp53/TP53を脱リン酸化することができる。RAF1の「Ser-259」を脱リン酸化することにより、RAF1を活性化する。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	PP2A アルファ/ベータ抗体を使用した、C2C12、3T3、マウス脳溶解物中の PP2A アルファ/ベータのウエスタン ブロット分析。
	

	PP2A アルファ/ベータ抗体を使用したラット脳、C6、CHO-K1、Hela 溶解物中の PP2A アルファ/ベータのウエスタン ブロット分析。
	

	PP2Aα/β抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。
	

	PP2A アルファ/ベータ抗体および DAPI (青) を使用した hela 内の PP2A アルファ/ベータ (緑) の免疫細胞化学分析。

